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Ⅰ．は じ め に

　長野県の２００８年の結核罹患率は、人口１０万人当たり
１０．２と全国４７都道府県中最も低い1)。長野県における
結核の低罹患率は、１９９３年を除けば、１９８６年以来一貫
している1,2)。これまで、この長野県の結核罹患率が低
い理由について検討を行った報告は見当たらない。
　そこで本稿では、長野県の結核頻度の経年変化を記
述疫学的に観察し、全国に比べて長野県の結核頻度は
いつから低率であるのか、及び長野県の結核頻度が全
国に比べて低率である理由は何かの二点について検討
することを目的とした。

Ⅱ．方法及び資料

　日本における結核の頻度は、１８８３年から肺病死亡統
計として報告されている。また、１８９９年以降は結核死
亡統計として記録に残されている3)。本研究で用いた
結核資料は、１９４２年以前については内務省衛生局発行
の衛生年報4,5)及び長野県衛生年報6)を用いた。なお、
同時期の人口資料は、内閣統計局発行の国勢調査報告
7,8)を用いた。１９６５年以降の結核に関する資料は、長野
県衛生部発行の結核・感染症の現状2)及び電子版で公
表している結核発生動向調査概況の資料を用いた。 

Ⅲ．結　　　果

A　１９１５年から１９４７年における長野県の結核死亡率の

推移（図１、図２）

　図１に１９１５年（大正４年）から１９４７（昭和２２年）ま
での全国と長野県における結核死亡率の年次推移を示
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図１　１９１５年から１９４７年における全国および長野県の結核
死亡率の推移

図２　１９２０年から１９４７年における全国及び長野県の結核死
亡率の増減（％）の推移

（２０１０年２月３日受付、２０１０年２月２２日受理）
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した2)。長野県の結核死亡率は、１９１５年には人口１万
対２０．３であり、全国の死亡率２２．０とほぼ同程度であっ
た。しかし長野県の結核死亡率は１９２０年には１８．３、
１９２５年には１５．７、１９３０年には１３．９と、１９２０年からの１０
年間で３１．５％の減少を示していた。この期間における
全国の結核死亡率は１９１５年に比べて１５．５％減であった。
　図２に、１９２０年以降の５年毎の結核死亡率の増減を
示した。長野県の結核死亡率の減少は、１９１５年から
１９２０年、１９２０年から１９２５年、及び１９２５年から１９３０年の
間で大きいことが分かった。この間、全国では結核死
亡率は、１９２０年から１９２５年にかけて１３．４％減少してい
るが、長野県と異なり増減は一様ではなかった。
B　１９６５年から２００７年における長野県の結核罹患率の

推移（図３、図４）

　図３に１９６５年から２００７年までの全国と長野県の結核
罹患率の推移を示した。１９６５年における長野県の結核
罹患率は人口１０万対１６７．６で全国罹患率３０９．７の５４．１％
であった。
　図４は、全国及び長野県の結核罹患率の１０年毎の増
減比を示したものである。全国、長野県共に、検討し
た期間で一貫して減少していることが分かった。長野
県では、１９８５年からの１０年間の結核罹患率の減少割合
が４８．８％であり、同じ期間における全国の減少割合

２９．１％に比べて大きいことが分かった。

Ⅳ．考　　　察

　結核は、他の感染症と同様に、免疫がない場合には、
年齢にかかわらず全ての者に感受性がある。日本では
１９４８年からＢＣＧによるワクチン接種が開始されてい
る8)ので、集団におけるワクチン接種を受けている年
齢層の構成比は、結核の罹患率に影響を与える。また、
集団内における高齢結核患者の割合は、結核死亡率に
影響を与えることが考えられる。したがって、結核の
頻度を集団間や年次間で検討するためには、年齢調整
率を含め、影響のある要因を調整して検討することが
必要である。しかし、本研究では、調整を行うために
十分な基礎資料が得られなかったので、粗率を用いて
検討を行った。この検討結果をあえて報告するのは、
日本で結核の治療方法や予防方法が確立したのは１９６０
年代に入ってからであるので、今回の検討で明らかに
なった長野県での結核死亡率が急激に減少した時期に、
年齢などの要因が現在ほど大きく影響を及ぼしていな
いのではないかと考えたからである。
　今回の検討では、長野県における結核の低頻度は
１９２０年から始まっていることが明らかになった。しか
も長野県では１９１５年から１９３０年の１５年間に、全国と比
べ特異的な減少が認められることが明らかになった。
１９１９年に新結核予防法が制定されている8)が、長野県
だけに死亡率を低下させるような影響や治療方法改善
などの要因があったとは考えにくい。したがって、長
野県でこの期間にみられた結核死亡率の減少は、長野
県で特徴的な人口構造の変化など社会構造の変化が起
こったことに起因するのではないかと考えられる。
　長野県では明治以降、養蚕を中心とした蚕糸産業が
盛んであった10)。岐阜県や富山県の出身女性が、蚕糸
産業に従事していたこと、更に蚕糸産業従事者では集
団生活を行っていたことなどから結核の頻度が高かっ
たことはいくつかの資料から伺うことができる9)。
　１９２０年及び１９３０年当時、長野県の蚕糸産業は、世界
的な経済変動の影響を受け、壊滅的な打撃を受けてい
る10,11)。
図５に１９１５年から１９４０年にかけての結核死亡率と生繭
価格の推移を示した。この図から、この経済的な変動
による社会構造の変化と長野県における結核死亡率の
特異的な推移と関連があるのではないかと考えた。
　１９２０年当時の長野県内に居住する県外出身者につい
て出身県別人口をみると、新潟県、岐阜県、山梨県、

図３　１９６５年から２００７　年における全国及び長野県の結核
罹患率の推移

図４　１９６５年から２００５年における全国及び長野県の結核罹
患率の増減比（％）の推移
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富山県及び愛知県の順に居住していたことが国勢調査
資料7)から分かった。そこで、図６に１９２０年および
１９３０年に行われた国勢調査資料等を基礎に5　8)、二つの
年度における長野県に居住する出身県別人口及び、出
身県における結核死亡率の変化を示した。
　１９２０年から１９３０年にかけて、岐阜県及び富山県の出
身者の人数が急激に減少していることがわかった。こ
れは、新潟県及び山梨県の人数が減少していないこと
に比較して特徴的である。新潟県、山梨県及び愛知県
の結核死亡率の変化率は、１９２０年からの１０年間の全国
の結核死亡率の変化率１．１３より低いという結果であっ
た。一方、岐阜県と富山県の変化率はそれぞれ１．３０及
び１．２１であり、全国変化率を上回っていることが分
かった。これらの結果は、岐阜県と富山県では長野県
からの帰郷者が結核死亡数を引き上げていることを示
唆している結果であると考えた。
　今回の検討では、資料に制限があり直接の証明はで
きなかった。しかし、長野県の戦前における結核死亡
率が全国に比して高い低下率を示したのは、結核の
High Risk人口が急激に県外に流出したことによるの
ではないかと推測することができる結果であった。
　１９５０年に長野県東部にある御代田村の小学校で、膿
胸患者（喀痰塗抹陽性）を発端患者とした結核集団発

生があった11)。この結核集団発生では、小学校２年生
の１クラス５１人中３４人が発病、うち２人が死亡したこ
とが記録されている。長野県内では、１９５０年に、この
結核の集団感染事例を契機に、地域に結核予防婦人会
制度が発足した。地域の結核予防を目的としたこの制
度は、１９７５年には長野県の結核予防婦人会が中核の組
織となり、全国の結核予防婦人会組織の結成へと発展
し、全国的結核予防活動へと広がった12)。
　それ以降、長野県の結核予防婦人会活動は、全国的
にも活動が活発である。図７に複十字シール募金の県
民一人当たりの実績を示した。資料が得られた１９８８年
と２００４年の両年度共に、全国の募金額の３倍弱の募金
がなされていることでも、長野県の結核予防活動に対
する関心の高さが裏付けられるのかもしれない。

　戦後の長野県の結核の頻度が、現在に至るまで他の
都道府県に比し低い水準を維持できたのは、この結核
予防婦人会組織などによる長野県民自らの手による結
核予防活動が大きな役割を果たしたのではないかと考
えられる結果であった。

Ⅴ．ま　と　め

　今回の検討から長野県における結核罹患率が低い理
由は、１９２０年からみられた経済的影響によって長野県
内の結核患者数が短期間に急激に減少したことによる
感染源の減少、及び１９５０年代から長野県民が自律的に
行ってきた結核予防活動の二つの要因が大きく関連し
ていることが示唆された。
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図５　１９１５年から１９４０年における全国及び長野県の結核死
亡率と生繭価格の推移

図６　１９２０年と１９３０年における長野県人口の変化と人口流
出県の結核死亡率の変化

図７　１９８８年と２００４年における複十字シール募金額（円／
１人当り） 
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Epidemiologic study on low frequency from tuberculosis in Nagano Prefecture

 Ryuichiro SASAKI
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The purpose of this descriptive epidemiological study is to clarify the possible reasons for the low 
incidence of tuberculosis in Nagano Prefecture in last two decades. 
As a result, I discovered that between 1915 and 1930, there was a sudden decline in the mortality 
figures for tuberculosis in Nagano. The decrease in the incidence of tuberculosis in Nagano was 
attributed to a decrease in the number of girls who were employed in the silk thread industry as a 
result of recession. In addition, the autonomous tuberculosis prevention activity by Nagano citizens that 
was started in the 1950s was suggested as a second possible reason for the low prevalence rate of 
tuberculosis.
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